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＜執筆者一覧（敬称略）＞

次世代産業の鍵を握る！

◎カルコパイライト型太陽電池の特徴、作製方法とは？

◎耐久性試験、カルコパイライト型の問題点を詳細に解説！

◎CIGS太陽電池における湿式製膜法の利用と高効率化とは？

◎カルコパイライト型とアモルファスシリコン太陽電池との違い、将来性は？

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■CIS/CIGS系

◎多結晶シリコン太陽電池の高効率化、電極形成条件、品質のばらつきをメーカーが解説！

◎気になる低コスト化、単結晶シリコン太陽電池の高効率化、評価方法とは？

◎HIT太陽電池、球状シリコン太陽電池、薄膜シリコンシースルー太陽電池など、

メーカー独自の高性能機能、特徴、市場への展開とは？

◎シリコン・太陽電池の需給状況・・・・ポリシリコン原料の高騰、実用化への方向性！

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■シリコン系

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■色素増感太陽電池
◎開発状況、そして、問題点と解決方法をわかりやすく解説！

◎構成部材の技術を詳細・・・増感色素（有機色素、Ru錯体）、

フレキシブル色素増感太陽電池に求められる電極材料、透明導電膜、固体電解質からイオン液体。

◎作製方法の詳細・・・ディップコート法、CVD法、スクリーン印刷、ゾルゲル法など

◎プラスチック色素増感太陽電池、天然色素を用いた色素増感太陽電池の特性など

◎インピーダンス法による評価・解析、電子移動に関わる諸定数の決定法とは？ 　　　　

◎有機太陽電池の高機能化に向けたデバイス構造、製品化に向けた用途の開発とは？

◎塗布型有機太陽電池の特徴、変換型有機半導体の特性および市場ニーズと将来性！

◎CdTe太陽電池の特徴と現状、構造および作製方法に迫る！

◎量子ドット太陽電池の課題および今後の展開・・・作製技術と現状をしっかりと理解

◎CZTS薄膜（In代替を用いた）薄膜太陽電池とは？諸特性薄膜作製なども踏まえて解説

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■有機・CdTe・量子ドット太陽電池など

太陽電池 　　書籍
【BB081102】

 最新太陽電池技術の徹底検証・今後の展開
＜製造・開発および実用化、高効率化に向けた＞
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△複雑な作製工程

表２．種々のフレキシブル太陽電池の特徴
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●各種太陽電池の現状、課題、性能の比較、

最新技術をこの１冊に凝縮！

●実用化、高効率化に向けた取り組み、

今後の太陽電池の将来展望とは！
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第１部　太陽電池総覧

第１章　太陽電池の最新動向および市場動向
１．人類存亡の危機を救うのは日本のテクノロジー
２．新エネルギーに期待する日本とグローバルにおける矛盾 ３．太陽電池市場の動向
４．知的財産の分析から見る太陽電池市場   ５．太陽電池市場に参入しない日本半導体企業
６．ハイテク王国ニッポン復権のシナリオ

第２部　各種太陽電池の最新技術動向

第１章　シリコン系太陽電池
第１節　薄膜シリコン太陽電池
　第１項　薄膜シリコン太陽電池の現状と薄膜シリコン系材料
　第２項　薄膜堆積と素子技術
　　１．プラズマCVD法を中心とした薄膜堆積法  ２．光閉じ込め素子構造
　　３．アモルファス太陽電池の光劣化とタンデム構造による高効率化
　　４．微結晶太陽電池およびハイブリッド太陽電池
第２節　薄膜Si系太陽電池用の透明導電膜
１．Si系薄膜太陽電池の構造と透明導電膜に要求される特性
２．透明導電膜の現状/SnO2:F/ZnO系透明導電膜   ３．今後の課題
第３節　薄膜シリコンシースルー太陽電池
１．シースルー太陽電池の概要  ２．特徴と利用形態 ３．設置事例
第４節　多結晶シリコン太陽電池
１．多結晶シリコン太陽電池の製造方法
２．多結晶シリコン太陽電池の特徴/水素パッシベーション効果
    プラズマCVD製膜の有効性/製膜温度依存性/膜厚依存性/電極形成条件/品質ばらつき
３．多結晶シリコン太陽電池の高効率化技術/電極形成技術/焼成条件
    反応性イオンエッチングによるテクスチャー形成/ハニカムテクスチャー
第５節　単結晶シリコン太陽電池
１．結晶成長/ｎ型結晶基板
２．太陽電池構造：低コスト化・高効率化/結晶シリコン太陽電池
    薄型シリコン基板セル/裏面コンタクト型セル/エミッタラップスルー/裏面接合型セル  ３．評価
第６節　HIT太陽電池
１．HIT太陽電池の構造と特徴/構造/特長
２．HIT太陽電池の高性能化技術/a-Si/c-Siヘテロ接合高品質化/光学ロスの低減
３．更なる高性能化・低コスト化への取り組み

セル変換効率22%超高効率HIT太陽電池/薄型HIT太陽電池
４．市場への展開/HIT太陽電池モジュールの量産/両面受光型HIT太陽電池モジュール
第７節　球状シリコン太陽電池
１．独特な球状結晶の製造方法  ２．スフェラーRの構造と製法
３．スフェラーRの特長
    反射光や拡散光の有効利用－無指向性と3次元受光機能性と審美なデザイン
４. スフェラーRの応用例

スフェラーRガラスウィンドウ－太陽光発電とビル景観にフイット
スフェラーR樹脂パネル－丈夫で衝撃に強い   ５．これからのスフェラーRテクノロジー

第８節　シリコン・太陽電池の需給状況
１．半導体と共有するポリシリコン原料 ２．数年前の2倍に急騰したポリシリコン原料
３．太陽電池専用のポリシリコン原料の実用化 ４．ポリシリコン原料の供給は好転するか？

第２章　CIS/CIGS系太陽電池　
第１節　カルコパイライト型太陽電池
１．性質、特徴  ２．作製方法  ３．開発状況 ４．耐久性試験 ５．問題点
第２節　CIGS太陽電池における湿式製膜法の利用と高効率化
１．CIS,CISeならびにCIGSe層の電気化学製膜  ２．水溶液電解法によるZnO層の形成
３．化学溶液析出（CBD）法によるバッファ層の形成
第３節　カルコパイライト型太陽電池におけるQ&A
第１問　カルコパイライト型太陽電池とアモルファスシリコン太陽電池との違いとは？
第２問　カルコパイライト型太陽電池の将来性は？  第３問　Ag系カルコパイライト型太陽電池

第３章　色素増感太陽電池
第１節　色素増感型太陽電池の現状、開発動向 １．色素増感太陽電池の現状
第２節　色素増感太陽電池の構成部材および技術
第１項　増感色素
１．有機色素/高性能有機色素の分子構造/光電変換特性/電子移動メカニズム/耐久性
２．Ru錯体/増感色素としてのRu錯体の利点と課題
    増感色素として最適なエネルギー準位と光吸収特性ビピリジン系Ru錯体

テルピリジン系Ru錯体/酸化物半導体表面における増感色素
第２項　フレキシブル色素増感型太陽電池の電極材料
１．酸化チタン電極に求められる要件
２．気相法酸化チタンおよびそのペースト化/気相法酸化チタン
３．試作酸化チタン電極の特性/加熱特性/電解質の拡散   ４．酸化チタンペースト
第３項　色素増感太陽電池用透明導電膜の作製と特製
１．色素増感太陽電池用透明導電膜に求められる性能/基本性能/用途や使用環境への適用化
２．透明導電膜の作製方法/真空プロセス/真空蒸着法・イオンプレーティング法

スパッタリング/レーザーアブレーション/CVD/大気圧プロセス/その他
３．各種透明導電膜の特徴および性能比較
    各種透明導電膜の特徴/酸化インジウム系/酸化スズ系/酸化亜鉛系
　　その他の材料/各種透明導電膜の性能比較と色素増感太陽電池への応用
４．ITO／ATO積層膜の特性/作製方法/積層膜の耐熱性、耐薬品性/積層化のメリット
５．性能向上に対する取り組み/透過率の向上および波長域の選択/耐熱性の向上

第３節　色素増感太陽電池の作製方法
第１項　ディップコート法
１．概要/原理/特徴/膜厚と引き上げ速度の関係
２．ディップコート法の実例/成膜装置/マイクロディップコーター/実施例
第２項　CVD法
１．大気開放型ＣＶＤ法 ２．ダイレクトジェットプリンティング法  ３．他の成膜プロセスとの比較
第３項　スクリーン印刷技術（パナソニック ファクトリーソリューションズ）
１. 微細パターンの印刷形成方法 ２．解決すべき技術的な課題
３．ペースト充填プロセスの開発 ４．版離れプロセスの開発
第４項　ゾルゲル法
１．電子材料作製方法としてのゾルゲル法/ゾルゲル法とは/利点/色素増感太陽電池への応用
２．光電極の作製/作製した光電極の特性/複合化による低温焼結ペースト  ３．透明導電膜の作製

第４節　プラスチック色素増感太陽電池の開発
１．色素増感太陽電池のプラスチック化 ２．プラスチック色素増感太陽電池の作製法 
３．プラスチック透明導電基板   ４．集積型大面積モジュールの製作 ５．耐久性

第５節　天然色素等を用いた色素増感太陽電池
１．D149とNKX-2553の混合色素を用いた色素増感太陽電池の特性
２．紫キャベツ色素を用いた色素増感太陽電池の特性
    紫キャベツとクルクミンの混合色素を用いた色素増感太陽電池の特性

第６節　色素増感太陽電池用電解質
第１項　固体電解質
１．DSSCの電解質に求められる特性
２．固体電解質/イオン伝導性材料/イオン伝導性固体材料

イオン伝導性擬似固体材料/高分子架橋型擬似固体材料
低分子架橋型擬似固体材料/ナノコンポジット型擬似固体材料

第２項　イオン液体
１．色素増感太陽電池の構造
２．電解質/電解質の種類/イオン液体とは何か/イオン液体電解質の実際
３．電解質の最適化/ヨウ素濃度の最適化/アルキル鎖長の最適化
４．イオン液体電解質を使った色素増感太陽電池の性能/電解質粘度の影響
    ブロック層の効果/イオン液体電解質を用いた色素増感太陽電池の温度特性
第７節　色素増感太陽電池の評価方法
第１項　インピーダンス法による評価・解析
１．インピーダンス法とは/色素増感太陽電池へのインピーダンス法の適用

インピーダンス式 式(6)の特性/電子移動に関わる諸定数の決定方法
実測値の解析方法/いくつかの条件下での電子移動に関わる諸定数の決定

第２項　色素増感太陽電池の性能評価方法
１．関連する規格    ２．色素増感太陽電池の分光感度特性測定方法
３．基準太陽電池セル  ４．色素増感太陽電池測定用ソーラシミュレータについて
５．色素増感太陽電池出力測定方法  ６．色素増感太陽電池の光劣化と安定性

第４章　有機太陽電池
第１節　有機太陽電池の現状、開発動向
１．有機太陽電池待望の背景 ２．有機太陽電池の分類と発電原理およびセル構造
３．バルクへテロ接合型有機薄膜太陽電池の最近の進歩 ４．新コンセプト有機薄膜太陽電池
５．有機太陽電池の課題 ６．有機太陽電池の展望
第２節　有機薄膜太陽電池の研究・開発
１．高性能化のためのデバイス構造２．高Vocをもたらすタンデムセルの作製
３．有機薄膜太陽電池の製品化に向けた用途開発
第３節　実用化へ向けた課題と取り組み
１．有機薄膜太陽電池の発電原理と高効率化技術
２．有機薄膜太陽電池の実用化へ向けた試み/太陽電池のアプリケーション
     有機薄膜太陽電池の設計指針/フレキシブル太陽電池と有機薄膜太陽電池の適用性

フレキシブル有機薄膜太陽電池の試作
第４節　塗布変換型有機薄膜太陽電池
１．有機薄膜太陽電池開発動向  ２．変換型有機半導体の特性  ３．塗布変換型有機太陽電池の特徴 
４．有機太陽電池高性能化へのマイルストーン、実用化のロードマップ  ５．市場ニーズと将来展望

第５章　CdTe太陽電池
１．CdTe太陽電池の特徴と現状  ２．CdTe太陽電池の構造と作製プロセス

第６章　その他次世代太陽電池
第１節　量子ドット太陽電池
１．量子ドット太陽電池の開発動向 ２．量子ドットタンデム型太陽電池
３．中間バンド(量子ドット超格子)型太陽電池 ４．量子ドット太陽電池の作製技術と現状
５．現状の課題および今後の展開
第２節　In代替材料を用いた薄膜太陽電池
１．CZTS薄膜とは？   ２．スパッタ・硫化法によるCZTS薄膜の作製
３．CZTS薄膜の諸特性   ４．配向CZTS薄膜の作製を目指して

第３部　太陽電池の今後の展望

第１章　太陽電池の将来展望
１．変換効率の向上  ２．モジュールコストの低減   ３．モジュールの長寿命化

構成及び内容


